
款 項 目 頁

□ 法定受託事務 □ 国府補助事業 ☑ 市単独事業 □ 内部庶務的事業 □ その他 （ ）

☑ 継続中 □ 廃止/休止 □ 他事業へ統合 □ 他事業を統合

☑ 直接実施 ☑ 業務委託 □ 指定管理 □ 補助金交付 □ その他 （ ）

福知山市 令和３年度事務事業評価シート （単位：千円）

　Ⅰ　事業属性
事業名 学校給食管理運営事業

事業担当 所属 60060000 教育委員会　学校給食センター　 所属長 村瀬　勝子

事業コード 620517 10 教育費 06 保健体育費 03 学校給食費

関連事業 学校給食センター設備改修事業

計画期間 開始年度

会計 01 一般会計 決算付属資料 248

施策体系 施策コード 020302 施策名 心身ともに健やかな子どもを育成する

会計情報

平成25年度 終了予定年度 令和3年度 関連計画名

実施方法

　Ⅱ　事業基礎情報

事業目的
（あるべき姿）

市内公立小中学校の児童生徒へ安心安全な学校給食を提供することにより、心身ともに健やかな子どもたちの成長に寄与する。
【小学校】１４校　惇明・昭和・大正・雀部・庵我・修斉・遷喬・上豊富・六人部・上川口・成仁・三和・夜久野・大江
【中学校】　９校　桃映・南陵・成和・六人部・川口・日新・三和・夜久野・大江

根拠法令等 学校給食法

事業区分

R3現在の状況

委託先・実施主体等 調理等委託：シダックス大新東ヒューマンサービス株式会社　　　献立作成システム：株式会社堀通信

事業概要
（箇条書き）

令和２年度　年間実施回数　１８０回
対象校　小学校１６校、中学校９校　計２５校
実施数　福知山市学校給食センター　１８０回　　　　　　1,094,969食/年間、基礎数　　6,493人（５月１日）
　　　　　 大江学校給食センター　　　　１８０回　　　 　　 　　45,092食/年間、基礎数  　 　279人（５月１日）

対象者 市立小・中学校の児童・生徒及び教職員等 対象者数 6,772 単位あたりコスト 37.8

役務費 1,207 通信運搬費、保険料、手数料

委託料

需用費 49,492 光熱水費、修繕料、印刷製本費等

　Ⅲ　予算執行状況
区　　　分 R1（評価前年度） R2（評価年度） R3（本年度） R4（要求年度）

予
算
情
報

180,250 給食調理等業務等

負担金補助及び交付金 6,817 学校臨時休業に伴う違約金等、学校給食研究会分担金

使用料及び賃借料、公課費 688 複合機賃借料、自動車重量税等

主な支出に係る
業務内容と経費

支出に係る主な費目 支出実績（R2） 主な業務内容

③　繰越予算 0 0 0 0

前年度繰越 0

0 0

①　当初予算 232,225 233,343 214,152 212,255

②　補正予算 0 4,562 0 0

0

小計（①～③） 232,225 237,905 214,152 212,255

予
算
財
源
内
訳

0 0 0

次年度繰越 0 0

211,728

②　国支出金

0

④　地方債

①　一般財源 231,782 232,855 213,625

③　府支出金 0 0 0

0 1,141 0

⑤　その他特財 443 3,909 527 527

①　流充用額 2,724

0 0 0 0

02,185 0

概
算

人
工

①　従事職員数
　　　　   (正職員 / 嘱託職員)

1.85 / 2.00 1.60 / 2.00 1.60

④　執行率 100.0% 99.3%

②　概算人件費 19,800 17,800 17,800 0

③　執行額 234,949 238,455

決
算
情
報

/ 2.00 /

②　配当予算 234,949 240,090 0 0

0 0

トータルコスト
（予算執行額+概算人件費）

254,749 256,255 17,800 0

主な利用特財
（Ｎ－１年度実績値）

特財名称

学校臨時休業対策費補助金

種類

雑入 48

頁学校給食管理運営事業（地方創生臨時交付金） 教育費国庫補助金 1,140 24

献立予定表広告収入（学校給食センター） 44雑入 181

給食実施数/給食実施予定数 回 178/188 174 / 187

実績金額

3,625

決算付属資料

　Ⅳ　業績指標

成果実績
（アウトカム）
実績／目標

指　　　標 単位 H30 R1 R2 R3 最終目標

/

180 / 186 / 190

/

R3

/ /

指　　　標 単位 H30 R1 R2 最終目標

実施食数/５月基礎数×予定回数 / 1,262,930

単位あたりコスト 0.2 0.2 0.2

/

単位あたりコスト

食 1,138,601/1,301,336 1,109,374 / 1,277,958 1,140,061 / 1,259,778
活動実績

（アウトプット）
実績／計画
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予
算

☐ 事業の見直し

☐ 統合／組換

☐ 廃止／休止

☑ 事業の見直しなし

☑ 現状維持 □ 廃止/休止 □ 予算拡充 □ 予算縮減

□ 他事業を統合 ） □ 他事業へ統合 ）

　Ⅴ　一次評価（事業担当所属内による自己評価）
項　　　目 評価の観点 評価 評価の理由

必　要　性

・市民や社会のニーズを的確に捉えた
  事業か

○

家庭環境の多様化等により学校給食の重要性が高まっており、今後も安心安全な学校給
食の安定的な提供が求められている。

・民間事業者や市民が自ら実施することの
  できない事業か

・目的・目標の達成手段として適切で、
  優先度の高い事業か

　Ⅶ　評価をふまえた次年度事業方針

担当課の
事業の見直し

及び
予算要求方針

方針区分 評価を踏まえた見直し内容

引き続き、調理配送委託業者と連携し、安心安全な学校給食を安定して提供する。

効　率　性

・受益者との負担関係や単位あたり
  コストは妥当な水準か

○

学校給食の調理配送及び施設設備機器の法定点検を含めた業務委託契約としている。異
常個所等の発見が早く、スムーズに修繕が行えた。予防的な修繕を行うことにより、支出を
抑えコストの削減を図っている。

・他の手段や方法とのコスト比較は
  十分行われているか

・コスト削減や効率化に向けた工夫が
  施されているか

有　効　性

・成果目標は理にかない、実績は適切に
  把握・測定されているか

○

衛生的な調理施設の管理と、適正な調理機器の使用により安心安全な学校給食の調理配
送を行うことができる。またアレルギー対応食に関する調理も一元的にセンターで実施する
ことにより安全で確実に提供することができる。

・活動実績は見込みに沿い、かつ
  投入資源に見合っているか

・先行事例の分析や外部資源の活用は
  十分行われたか

事業の目的及び
指標等の達成状況に
対する定性的評価

調理配送委託業者と連携し、民間のノウハウや柔軟性を取り入れ、円滑な運営が行えた。
アレルギー対応食（卵除去食）について安全に実施できた。地場産物を使用することにより地域の文化や伝統に対する理解と関心を深めた。

これまでの課題及び
今後の方向性

適切な栄養管理及び衛生管理が行えるよう施設の保全修繕に努める。新規の契約委託業者により混乱が起きることなく、スムーズに調理配送を行
い、安心・安全な学校給食を提供するよう努める。

　Ⅵ　二次評価（事業所属外による他部署評価）

事後評価コメント 事業評価実施後に記載（対象事業のみ）

　Ⅷ　予算反映結果

予算反映結果
（統合事業名： － （統合先事業名： －
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